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２０１０年４月２０日の疑似患畜発生の公表に始まった口

蹄疫発生に際し、日本養豚開業獣医師協会（���������

�����������	
��������������
����	����������	）の設

置した相談窓口での����会員の獣医師の活動と、呼

びかけに賛同した企業より派遣された方々との支援活

動、それらを通して感じたことについて、疫学の父で

あるジョン・スノウの功績と交えて記述する。

２０１０年４月２０日に宮崎県児湯郡都農町の和牛３頭の

口蹄疫感染の疑いが確認された事実が、宮崎県より公

表された。多くの関係者は、２０００年の国内での口蹄疫

の発生のように感染の拡大はなく、短期間に終息する

ことを期待したが、今回の口蹄疫は教科書に記されて

いるように短期間に感染が拡大し、思いも寄らぬ事態

となった。その発生件数、発生頭数が日々報告される

中、����所属の獣医師とその呼び掛けに賛同した企

業より多くの方が口蹄疫対策のための支援活動に就い

た。

筆者自身は５月１６日（日）に宮崎入りし、夕刻過ぎに

宮崎市内に到着した。宮崎市内には既に口蹄疫に対す

る掲示がいろいろとあり、ホテルが接している国道２２０

号線の電光掲示板には口蹄疫対策に関わる協力要請の

文字が灯っていた（図１）。翌日、宮崎駅に程近い位置

にある農林水産省九州農政局宮崎農政事務所に設置さ

れた����口蹄疫相談窓口を訪れ、翌日以降に参加が

予定されていた口蹄疫発生現場での対処方法や注意事

項について����の先生にレクチャーを受け、発生現

場へ移動する予定であった。しかし、農政事務所では

口蹄疫発生現場で作業している方々の手指消毒等の方

法について検討されている最中であり、筆者が消毒薬

を販売する企業所属であり、消毒法に関する情報提供

のため相談窓口への残留を求められたことから急遽、

農政事務所に設置された����口蹄疫相談窓口におい

て対策本部への人用消毒薬に関する情報提供を行う事

となった。

����口蹄疫相談窓口では生産者を中心とした方々

からの質問や相談に乗り、それに対応すると共に、宮

崎県庁内に設置されていた農林水産省口蹄疫対策本部

を毎日訪れ、生産者からの問合せに関する報告を行っ

ていた。また、相談窓口スタッフとの打合せの結果、

連日発生する口蹄疫の発生情報を調査し、日を追って

発生地図（スポットマップ）を作成することで口蹄疫

の発生拡大の解析を行うことになった。そのため、農

水省が毎日発表する口蹄疫発生情報を元に「������

�����」、「���������	
�」を用いたＡ４サイズ資料「口

蹄疫の発生拡大状況」（図２）の作成を開始した。その

後、いろいろな施設を見ながら発生状況や周辺の地理

情報を確認することができるように「���������	
�」

を利用した三畳ほどの大型地図を作成し（図３）、口蹄
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図１　宮崎市内幹線道路での注意喚起
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疫の動きについてのディスカッションに利用した。

これらの対応は杉森裕樹ら���や矢野真千子���の著書

に「疫学の父」として紹介されているジョン・スノウ

の行動に沿ったものであり、彼が作成したスポット

マップ（図４）をイメージしながら資料作成に取り組

んだ。日々重ねられていくスポットを観察していると

ただ単に発生農場数が増え、発生エリアが拡大してい

るのではなく、あたかも地域に散布されたウイルスが

各々に増え疾病を引き起こしているように見える地域、

その後飛び火した一定の農場が起点となり地域に発生

が広がった地域、また一定地域では発生が収まらず燻

り続けた地域などいろいろな発生パターンが伺われた。

これは、ジョン・スノウが１８５４年にロンドンのブロー

ド・ストリートで始まったコレラ流行時に作成したス

ポットマップと同様に、宮崎でのスポットマップが何

かを示しているのではないかと思われ、発生情報だけ

のスポットマップに気象庁による風向情報もデータと

して取り入れた。しかし、必ずしも風だけでは説明の

付かない疾病の広がりがあり、ディスカッションも「発

生拡大に何が影響を及ぼしているのか？」について

図２　口蹄疫発生拡大状況資料（JASV相談窓口）

図３　発生箇所確認用大型地図
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テーマとなることが多かった。

ジョン・スノウの時代には疾病が汚染された空気（決

して病原体に汚染されたという意味ではなく、穢れた、

不浄な空気という意味）により引き起こされ、広がる

との瘴気説（しょうきせつ）が定説となっていた。そ

のため新鮮な空気の供給や空気の流れの淀みを改善す

ることが疾病発生の抑制に繋がり、逆に発生地域の汚

染された空気を流入させないように空気の遮断をする

ことも疾病発生の抑制に繋がると考えられており、一

般市民にもこの定説が浸透していた。この定説がジョ

ン・スノウの取り組みに対して、時に向かい風となっ

ており、コレラによって日々人が亡くなっていくとい

う緊急時の対応において定説という先入観の負の影響

は大きかった。しかし、ジョン・スノウは自らの足で

集めた情報を元にその先入観を検証しながら前に進み、

その発生原因を解明したことは、「急がば回れ」という

諺を体現していたのではないかと思われる。ジョン・

スノウは病原体の存在を知らないまま定説を覆し、ス

ポットマップを元に突き止めたコレラの発生源を封じ

込めたことにより、ブロード・ストリート界隈のコレ

ラ発生拡大を抑えることに成功した（実際にコレラ菌

はジョン・スノウがロンドンでコレラの流行に取組ん

だ３０年後の１８８３年にロベルト・コッホによって発見さ

れている）。今回作成した口蹄疫発生のスポットマッ

プによる疫学情報が、疾病動向の把握や現場対応の一

助として十分活用されなかったことは残念である。情

報として足りなかったと思われた項目には各道路の交

通量や方向性、エリア毎の人口や野生動物の分布があ

る。これらは「風」と同様に相談窓口でのディスカッ

ションの際にしばしば問われた情報不十分の項目であ

る。さらに、���������	
��
����������
�����校の「����

����������	
��」の活用もできれば、他の事例の情報が

利用できるため、より充実した資料の作成ができたの

ではないかと思われた。

ジョン・スノウの時代にはコレラの本当の病因が分

かっていなかったが、口蹄疫については病原体である

ウイルス自体の性状は知られており、現場ではウイル

スの不活化のために塩素系消毒薬に加え、炭酸ナトリ

ウム溶液が用いられていた。

４月２０日に口蹄疫の発生が報告されてから、宅配便

の店舗など人の出入りの多い施設によっては早期に消

毒措置が取られているケースもあったが（図５，５月１６

日時点）、一般向けの口蹄疫や消毒薬に関する情報提供

が少なかったためか、市内の繁華街に消毒に関する措

図４　コレラ流行時にジョン・スノウが作成したスポットマップ
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置が施されたのは発生後１ヶ月以上を経過してであっ

た。また、これら措置も商店街の方々の発案によるも

のと思われ（図６）、口蹄疫ウイルスの人への影響だけ

でなく、口蹄疫発生拡大において人がどのような役割

を果たす可能性があるのかについてももっと多くの情

報を提供する必要性が感じられた。

また、当時のジョン・スノウには当該教区内の副牧

師であったヘンリー・ホワイトヘッドという良きパー

トナーの存在が大きかった。ホワイトヘッドはジョ

ン・スノウと行動を共にしておらず、後に合流するよ

うな形となったため、両者の情報の蓄積の融合が当時

定説であった瘴気説を打破し、飲料水中に存在する何

らかの物が原因となり、それを口にするとコレラを発

症するという考えに至ったのである。宮崎の口蹄疫の

ケースではいろいろな所属の方々が混成チームを作り、

動物の処置に対応しており、それと同様に疫学情報の

集まる拠点が複数存在していたため、それら疫学情報

の共有と情報効果による新しい知見や対処方法の検討

の欠如が惜しまれる。ジョン・スノウが発生源となっ

た井戸の取っ手を外してコレラの発生拡大を抑えたよ

うに、別々のルートで入手した疫学情報を相互に交換、

ディスカッションできるような体制があると、二度と

発生させてはいけない口蹄疫の拡大要因の排除やより

効率的な対応が生まれるのではないかと思われた。

相談窓口には、発生状況や口蹄疫に関する疑問など

の多数の相談が届いていた。その相談の中に、強く印

象に残っているものがある。それは発生当初には近く

の生産者が集まり、口蹄疫防除対策について相談した

り、不安についてお互いに話し合っていたが、日を追

う毎に寄り合いへの参加者の農場で口蹄疫が発生し、

集まる人数が減っていき、やがてお互いに疑心暗鬼と

なってしまい寄り合いは自然消滅したとの話があった。

寄り合いが無くなった後もその相談者は「夜が明ける

のが怖い。なぜなら、夜が明ければ動物の様子を見に

行かなければならない。朝の見回りで、動物に異常を

発見するのではないかと毎日不安を抱えている。」と言

い、今回のような重篤な感染症が発生した場合、生産

者の精神面も含めた複数の観点から対策を同時進行し

なければならないと思われた。

それらは大きく、疾病自体に対する対策、宮崎市内

での消毒のように一般の方々からの協力を得るための

対策、当事者である生産者の方々への協力などに分け

られる。一方、政府を含めた経済的支援についての検

討に加えて、初期より生産者に対するメンタル面での

フォローも必要であると改めて感じられた。

筆者が����相談窓口に所属し、約２週間の口蹄疫

対策の支援活動に就いた中、現場即応力を発揮できる

実学の重要性を改めて思い知らされる日々であった。
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図５　宅配便集配所前の消石灰

図６　宮崎市内繁華街の消毒用マット
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